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取得した実用新案特許等

産学官連携 可
能 ・ 希 望 分 野

（著書・発表論文等）
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産学官連携実績 （主
要 ３ 件 ）

（ 主 要 ５ 編 ）

(５つまで)

共同研究等の実
績

研 究 業 績

研 究 分 野口腔癌

研究課題

課題名
・超音波診断法を用いた口腔癌の切除安全域の術中診断法
・切除を行わない口腔癌治療法の確立　浅側頭動脈からの超選択的動注化学放射線療法　　　　　　　　　　・
電気チップによる電気化学テロメラーゼ活性測定法を用いた口腔癌検診システムの開発

キーワード
口腔癌　超音波　術中診断　超選択的動注化学放射線療法　テロメラーゼ

九州歯科大学　歯学部 博士（歯学）

専 門 分 野口腔外科

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

口腔外科学実習

口腔外科学Ⅰ

口腔顎顔面外科学講座 病態制御学分野

兒玉　正明
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